
生体膜脂質の新しい機能の解析技術と制御技術の開
発に関する研究 
 

  
 

「生体膜脂質の新しい機能の解析技術と制御技術の開発に関する研究」

ミクロドメイン

細胞膜

（１）生理活性脂質の制御技術とその創製

脂質による情報伝達
機構の全体解明

生体内における脂質の
役割の解明

食餌療法や脂質関連
医薬品開発の基盤構築

遺伝病・アレルギー・循環器疾患・
肥満等の病因解明、治療法開発

（２）情報伝達における膜脂質ミクロドメインの機能解析

（３）シグナリング脂質の解析・制御

昭和大・薬
東大・薬

東大・医 京大・生命

帝京大・薬 東京理大・薬
感染研 都臨床研

阪大・微研 東大・理都臨床研

札幌医大
東大・医科研
九大・生資

名市大・薬

東大・薬 応用生化研 東京医歯大・難治研

シグナル発信

シグナル変換

シグナル伝達

膜脂質異常

代謝系 受容体の構造・機能

機能制御脂質の創製

生理活性脂質
ＰＧ類
ＰＡＦ
２-ＡＧ
ＬＰＡ

生理活性脂質
ＰＧ類
ＰＡＦ
２-ＡＧ
ＬＰＡ

酵素のクローニング
ＫＯマウスの作製

ＫＯマウスの作製
構造生物学的解析

分子設計・精密合成

形成 動態

機能発現・制御

情報伝達ミクロドメイン
スフィンゴ脂質
コレステロール

ＧＰＩアンカー蛋白質
脂質修飾Ｇ蛋白質

情報伝達ミクロドメイン
スフィンゴ脂質
コレステロール

ＧＰＩアンカー蛋白質
脂質修飾Ｇ蛋白質

代謝系 微量分析
技術開発

機能発現解析・制御

情報伝達分子産生能
イノシトールリン脂質

スフィンゴミエリン
ホスファチジルコリン

情報伝達分子産生能
イノシトールリン脂質

スフィンゴミエリン
ホスファチジルコリン

ＫＯマウスの
作製

シグナリングシステムの総合的理解

ＬＣ-ＥＳＩ質量分析器
等の応用

（４）膜脂質の損傷・病態とその修復・治療

理研
帝京大・薬

健康・栄養研

北里大・薬
東大・先端セ
名市大・薬

原因解明 修復・治療

膜脂質の損傷・病態
脂質の過酸化

高脂血症

膜脂質の損傷・病態
脂質の過酸化

高脂血症

f

都臨床研

「生体膜脂質の新しい機能の解析技術と制御技術の開発に関する研究」

ミクロドメイン

細胞膜

（１）生理活性脂質の制御技術とその創製

脂質による情報伝達
機構の全体解明
脂質による情報伝達
機構の全体解明

生体内における脂質の
役割の解明
生体内における脂質の
役割の解明

食餌療法や脂質関連
医薬品開発の基盤構築
食餌療法や脂質関連
医薬品開発の基盤構築

遺伝病・アレルギー・循環器疾患・
肥満等の病因解明、治療法開発
遺伝病・アレルギー・循環器疾患・
肥満等の病因解明、治療法開発

（２）情報伝達における膜脂質ミクロドメインの機能解析

（３）シグナリング脂質の解析・制御

昭和大・薬
東大・薬

東大・医 京大・生命

帝京大・薬 東京理大・薬
感染研 都臨床研

阪大・微研 東大・理都臨床研

札幌医大
東大・医科研
九大・生資

名市大・薬

東大・薬 応用生化研 東京医歯大・難治研

シグナル発信

シグナル変換

シグナル伝達

膜脂質異常

代謝系 受容体の構造・機能

機能制御脂質の創製

生理活性脂質
ＰＧ類
ＰＡＦ
２-ＡＧ
ＬＰＡ

生理活性脂質
ＰＧ類
ＰＡＦ
２-ＡＧ
ＬＰＡ

酵素のクローニング
ＫＯマウスの作製

ＫＯマウスの作製
構造生物学的解析

分子設計・精密合成

形成 動態

機能発現・制御

情報伝達ミクロドメイン
スフィンゴ脂質
コレステロール

ＧＰＩアンカー蛋白質
脂質修飾Ｇ蛋白質

情報伝達ミクロドメイン
スフィンゴ脂質
コレステロール

ＧＰＩアンカー蛋白質
脂質修飾Ｇ蛋白質

代謝系 微量分析
技術開発

機能発現解析・制御

情報伝達分子産生能
イノシトールリン脂質

スフィンゴミエリン
ホスファチジルコリン

情報伝達分子産生能
イノシトールリン脂質

スフィンゴミエリン
ホスファチジルコリン

ＫＯマウスの
作製

シグナリングシステムの総合的理解

ＬＣ-ＥＳＩ質量分析器
等の応用

（４）膜脂質の損傷・病態とその修復・治療

理研
帝京大・薬

健康・栄養研

北里大・薬
東大・先端セ
名市大・薬

原因解明 修復・治療

膜脂質の損傷・病態
脂質の過酸化

高脂血症

膜脂質の損傷・病態
脂質の過酸化

高脂血症

f

都臨床研

「生体膜脂質の新しい機能の解析技術と制御技術の開発に関する研究」
（第Ⅱ期：平成１２～１４年度）

研究代表者：西島正弘（国立感染症研究所）他２３機関

研 究 の 概 要 ・ 目 標 諸 外 国 の 現 状 等 研究進展・成果がもたらす利点

１．何を目指しているのか 米国やヨーロッパでも同様の研究 １．世界との水準の関係
生体内における脂質の役割を解明するための は展開されている。 国際競争の激しいバイオインダ

新しい方法等を開発し 生体膜脂質関連疾患 炎 ストリー分野において、脂質に関、 （

症、肥満、心疾患等）の病因解明、治療、予防 しかし、日本では脂質関係の研究 連する疾病等の機構解明、医薬品
法の開発を目指す。 者は欧米に比べると多く、そのレベ 開発等について世界をリードでき

ルも米国とは互角、欧州よりは我が るものを作り上げる。
第Ⅱ期の目標： 国の方が進んでいる状況である。
○ マウス等を用いた脂質の機能解明に基 ２．波及効果KO

づく関連疾患の分子機構解明 本研究のように、国内の一流研究 脂質の新しい機能の解明によ
者がグループを作って研究する体制 り、脂質関連の医薬品開発等の基

２．何を研究しているのか は、国外には見当たらない。 盤を築くことができる。
今まで知られていない脂質の新しい機能の解

明、脂質機能異常による疾患の機構解明、それ
らに基づく薬物開発や食事療法の基盤となる研

究を行う。

３．何が新しいのか
脂質の生体内における役割について、新しい

機能を解明するとともに、脂質による情報伝達 ※：生体膜脂質

の一連のプロセスを明らかにすることが特徴で (生体)膜とは、細胞を包んでいる膜のこと。脂質はその膜の大部分を占める
ある。 成分で、コレステロールやリノール酸等がそれにあたる。



 

「生体膜脂質の新しい解析技術と制御技術の開発に関する研究」

・情報伝達分子産生脂質
（イノシトールリン脂質、スフィンゴミエリンなど）
・生理活性脂質
（プロスタグランジン、ＰＡＦなど）
・膜の構造維持
（レシチン、コレステロールなど）
・蛋白質結合型脂質
（脂肪酸など）

生体膜脂質の機能生体膜脂質の機能

研究の主なプロセス研究の主なプロセス

医療への応用医療への応用

f

疾病 原因の解明

遺伝病　-----------------　細胞内情報伝達物質

アレルギー　-------------　プロスタグランジン、ＰＡＦ

心疾患　-----------------　脂質の過酸化

肥満　-------------------　コレステロール代謝

酵素・受容体の解析・単離

アゴニスト・アンタゴニストの合成 組織・細胞分布の解明 遺伝子欠損マウスの作成

生体調節の解析

発現系 ターゲティングベクターｃＤＮＡクローン
抗体

生体膜脂質

「生体膜脂質の新しい解析技術と制御技術の開発に関する研究」

・情報伝達分子産生脂質
（イノシトールリン脂質、スフィンゴミエリンなど）
・生理活性脂質
（プロスタグランジン、ＰＡＦなど）
・膜の構造維持
（レシチン、コレステロールなど）
・蛋白質結合型脂質
（脂肪酸など）

生体膜脂質の機能生体膜脂質の機能

研究の主なプロセス研究の主なプロセス

医療への応用医療への応用

ff

疾病 原因の解明

遺伝病　-----------------　細胞内情報伝達物質

アレルギー　-------------　プロスタグランジン、ＰＡＦ

心疾患　-----------------　脂質の過酸化

肥満　-------------------　コレステロール代謝

酵素・受容体の解析・単離

アゴニスト・アンタゴニストの合成 組織・細胞分布の解明 遺伝子欠損マウスの作成

生体調節の解析

発現系 ターゲティングベクターｃＤＮＡクローン
抗体

生体膜脂質



所要経費（第Ⅰ期）  
（単位：千円） 

研究項目 担当機関等 研究担当者 
H9 
年度 

H10 
年度 

Ｈ11 

年度 

所用 

経費 
１．細胞内情報伝達に関与す

る生体膜脂質シグナリン
グシステムの解析・制御
技術に関する研究 

(1) シグナリング脂質の同
定と代謝に関する研
究  

 
(2) 生体膜脂質シグナリン

グシステムの分子機
構と機能に関する研
究  

  
 
 
 
２．生理活性脂質の制御技術

とその創製に関する研究 
(1) 生理活性脂質の作用発

現分子機構と機能に
関する研究 

 
 
 
 
(2) 機能性脂質の創製に関

する研究 
 
 
 
３．生体膜脂質の損傷・病態

の解明とその修復・治療
技術の開発に関する研究 

(1) 遺伝学的手法等を用い
た生体膜脂質修飾技
術に関する研究 

  
 

(2) 生体膜脂質の過酸化に
よる病態と治療並び
に高脂血症の発症と
治療に関する研究 

  
 
 
４．脂質とタンパク質の相互

作用分子機構とその意義
に関する研究 

(1) 抗リン脂質抗体の利用
技術並びに病態に関
する研究 

 
(2) 脂質共有結合によるタ

ンパク質の機能修飾
技術に関する研究 

 
 
 
 
 
５．研究推進 

 
 
 
 
九州大学大学院 
 生物資源環境科学研究科 
東京大学医科学研究所 
 
 
群馬大学医学部 
東京大学大学院 
 薬学系研究科 
岐阜大学医学部 
 
札幌医科大学医学部 
 
 
 
東京大学大学院 
 薬学系研究科 
東京大学大学院 
 医学系研究科 
昭和大学薬学部 
帝京大学薬学部 
 
京都大学大学院 
 生命科学研究科 
東京理科大学薬学部 
 
 
 
 
 
厚生省国立感染症研究所 
名古屋市立大学薬学部 
通商産業省 
 生命工学工業技術研究所 
 
理化学研究所    
厚生省 
 国立健康・栄養研究所 
北里大学薬学部 
東京大学 
 先端科学技術センター 
 
 
 
 
東京都臨床医学総合研究所 
 
 
 
名古屋市立大学薬学部 
 
大阪大学微生物病研究所 
東京大学大学院 
 理学系研究科 
岡山大学 
 資源生物科学研究所 
 
科学技術庁研究開発局 

 
 
 
 
伊東  信(助教授) 
深見希代子(助手) 
 
 
 
山下  哲(教授) 
堅田 利明(教授) 
 
野澤 義則(教授)*1 
中島  茂(教授)*2 
加納 英雄(教授) 
 
 
 
井上 圭三(教授) 
 
粂  和彦(助手)*1 
横溝 岳彦(助手)*2 
工藤 一郎(教授) 
和久 敬蔵(教授) 
 
根岸  学(助教授) 
 
小林  進(教授) 
 
 
 
 
 
西島 正弘(部長) 
奥山 治美(教授) 
神坂 泰(主任研究官) 
 
 
辻本 雅文(主任研究員) 
江崎  治(部長) 
 
中川 靖一(教授) 
児玉 龍彦(教授) 
 
 
 
 
 
梅田 真郷(室長) 
 
 
 
池澤 宏郎(教授)*1 
田口 良(助教授)*2 
木下タロウ(教授) 
深田 吉孝(教授) 
 
笠毛 邦弘(教授) 

 
 
 
 

5,905 
5,959 

 
 
        

5 ,776          
5,350 

         
5,525 

         
8,223 

 
 
 

9,580 
         

7,766 
         

6 ,559        
5,474 

         
5,632 

         
5,473 

 
 
 
 
        

21,615        
5 ,937          
5,234 

 
         

9,844 
5,133 

         
4,777 

  4,790 
 
 
 
 
 

5,609 
 
 
 

5,410 
         

7,531 
5,678 

         
5,011 

 
     

273 

 
 
 
         

4,970 
4,988 

 
 
        

4 ,950          
5,167 

         
5,309 

         
7,240 

 
 
 

9,265 
         

6,833 
         

6 ,342          
5,400 

 
5,123 

         
4,967 

 
 
 
 
        

18,286       
10 ,349         
5,306 

 
         

6,955     
4,772 

         
4 ,972       
4,605 

 
 
 
 
 

5,870 
 
 
 

4,627 
         

7,127 
5,040 

         
6,037 

 
       

274 

 
 
 
     

3,870        
3,885 

   
   
      

3 ,932          
4,032 

         
4,206 

         
5,653 

 
 
         

7,313 
         

4,390 
         

4 ,967          
4,209 

         
4,001 

         
5,225 

 
 
 
 
        

15 ,459         
7 ,957          
4,318 

 
         

5 ,940          
3,725 

         
3, 8 7 5          
3,585 

 
 
 
 
         

4,676 
 
 
         

3,559 
         

5 ,665          
4,019 

         
4,241 

 
 

   361 

 
 
 
 

14,745 
14,832 

 
 
 

14,658 
14,549 

 
15,040 

 
21,116 

 
 
 

26,158 
 

18,989 
 

17,868 
15,083 

 
14,756 

 
15,665 

 
 
 
 
 

55,360 
24,243 
14,858 

 
 

22,739 
13,630 

 
13,624 
12,980 

 
 
 
 
 

16,155 
 
 
 

13,596 
 

20,323 
14,737 

 
15,289 

 
 

908 

合計  
*1: H9,10 年度 

*2: H11 年度 
164,064 154,774 123,063 441,901 



所要経費（第Ⅱ期）  
（単位：千円） 

研究項目 担当機関等 研究担当者 
H12 
年度 

H13 
年度 

Ｈ14 

年度 

所用 

経費 
１．生理活性脂質の制御技術

とその創製に関する研究 
(1) 生理活性脂質の作用発

現分子機構と機能に
関する研究 

 
 
 
 

 
 
(2) 機能制御脂質の分子設

計と精密合成に関す
る研究 

 
２．脂質と蛋白質の相互作用

分子機構とその意義に関
する研究 

(1) 膜脂質ミクロドメイン
の動態・機能の解析技
術の開発 

 
 
 
 
(2) 脂質共有結合による蛋

白質の機能修飾に関
する研究 

 
３．細胞内情報伝達に関与す

る膜脂質シグナリングシ
ステムの解析・制御技術
に関する研究 

(1) シグナリング脂質の同
定と代謝に関する研
究  

 
 
 

(2) 膜脂質シグナリングシ
ステムの分子機構と
制御に関する研究 

 
 
 
 
 
４．膜脂質の損傷・病態の解

明とその修復・治療に関
する研究 

(1) 脂質の過酸化に関する
研究 

 
 
(2) 高脂血症に関する研究 
 

 
 
 
５．研究推進 

 
 
 
昭和大学薬学部 
東京大学大学院 
 薬学系研究科 
東京大学大学院 
 医学系研究科 
京都大学大学院 
 生命科学研究科 
 
東京理科大学薬学部 
帝京大学薬学部 
 
 
 
 
 
厚生労働省 
 国立感染症研究所 
(財)東京都医学研究機構 
 東京都臨床医学総合研究所 
(財)東京都医学研究機構 
 東京都臨床医学総合研究所 
 
大阪大学微生物病研究所 
東京大学大学院 
 理学系研究科 
 
 
 

 
 

九州大学大学院 
 生物資源環境科学研究科 
名古屋市立大学薬学部 
(財)東京都医学研究機構 
 東京都臨床医学総合研究所 
 
札幌医科大学医学部 
東京大学大学院 
 薬学系研究科 
(財)応用生化学研究所 
東京大学医科学研究所 
東京医科歯科大学 
 難治疾患研究所 
 
 
 
 
北里大学薬学部 
帝京大学薬学部 
理化学研究所 
 
東京大学 
 先端科学技術センター 
名古屋市立大学薬学部 
 (独)国立健康・栄養研究所 
 
文部科学省  研究振興局 

 
 
 
工藤 一郎(教授) 
新井 洋由(教授) 
 
横溝  岳彦(助教授) 
 
根岸 学(教授) 
 
 
小林 進(教授) 
和久 敬蔵(教授) 
 
 
 
 
 
西島 正弘(部長) 
 
梅田 真郷(室長) 
 
笠原  浩二(研究員) 
 
 
木下  タロウ(教授) 
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研究成果の概要 
 

 

■ 総 括 

 本課題では、生体膜脂質の新しい機能の探索とその機能発現の分子機構の解析を行い、その成果を基礎

に、脂質機能を制御する有用な新規生理活性薬物を開発し、癌、感染症、炎症、肥満、心疾患などの脂質

代謝が係わる疾患の病因解明と予防・治療法の基盤を確立することを目標に研究を展開した。 

 具体的には、生理活性脂質の作用発現の分子機構の解明とそれを基盤とする有用な新規生物活性脂質の

開発、物理化学的及び遺伝学的方法を用いた膜脂質ミクロドメインの動態及び機能解析、膜脂質ミクロド

メインに関連する脂質の新機能の解明、最新の質量分析装置を用いた膜脂質の微量分析技術の開発、マウ

ス、ショウジョウバエ、線虫を用いた遺伝子破壊等による脂質シグナリングの機能解明と制御技術の開発

研究の展開、動脈硬化に関連した酸化 LDL の代謝の解析、生理的条件での泡沫化細胞の形成システムの開

発、脂肪酸摂取による生体内の脂肪合成に関する解析、アレルギー過敏症患者を対象とした脂質摂取に関

する介入試験等を行った。 

 その結果、膜脂質の新しい機能と制御に関し、数多くの独創的研究成果が得られ、それらは世界の一流

ジャーナルに掲載され、幅広い成果を得ることができた。 

  

 

■ サブテーマ毎、個別課題毎の概要 

 「生理活性脂質の制御技術とその創成に関する研究」班では、２－アラキドノイルグリセロールなどの

新しい生理活性脂質の発見、PGE2 や LPA 等の生理活性脂質を作り出す酵素の同定・クローニング、LTB4 受

容体の新規受容体（BLT2）の発見、神経系での PG 受容体の役割の解明、ノックアウトマウスを用いた cPLA2

の PAF 産生における役割の解明、癌細胞の浸潤を抑制する環状ホスファチジン酸の化学合成の成功など、

数多くの独創的研究成果が得られた。生理活性脂質の産生酵素、受容体の同定・遺伝子クローニング、そ

れら遺伝子のトランスジェニック・ノックアウトマウスを用いた生体レベルでの解析から、生理活性脂質

と疾患との関連性も明らかにされた。このことにより、生理活性脂質の関与する様々な疾患の治療薬のタ

ーゲットが示され、今後の更なる発展が期待できる。 

 「脂質と蛋白質の相互作用分子機構とその意義に関する研究」班では、脂質とタンパク質の相互作用機

構並びに脂質によるタンパク質の活性制御機構を分子レベルで解明することを目指し研究を行った。第 II

期では膜機能発現における脂質ミクロドメインの動態と機能に関する研究を新たに加えたが、脂質ミクロ

ドメインの構成脂質であるスフィンゴ脂質の生合成機構とこの反応異常が原因となる遺伝性知覚神経障害

I型の解明、生体膜中でのリン脂質配向性を制御する新たな蛋白質 Ros3p の発見、シグナル伝達における

スフィンゴ糖脂質の関与の証明など、この分野をリードする研究成果が得られた。また、トリパノソ?マの

細胞表面を覆う GPI アンカ?タンパク質の GPI 部分の生合成機構が解明され、抗トリパノソーマ薬のターゲ

ットが示された。さらに、光刺激に伴う情報伝達過程で G蛋白質トランスデューシン(Tα/Tβγ)のファルネ

シル基が受容体との動的制御因子として機能すること、並びに視細胞の光感度調節という重要な機能に寄

与する可能性が示され、脂質と蛋白質の相互作用に関する先端的研究成果となった。 

 「細胞内情報伝達に関与する膜脂質シグナリングシステムの解析・制御技術に関する研究」班では、ホ

スホリパーゼδ-4, δ1 の KO マウスの解析により、卵受精、表皮幹細胞分化におけるこれらの酵素の重要性

が初めて明かにされ、国内外で高い評価を得た。また、ホスホリパーゼ D の細胞生存、増殖シグナルとし



ての役割、PI3-キナーゼによる小胞輸送制御、PI-5 キナーゼによる細胞骨格系の再構成制御、ジアシルグ

リセロールキナーゼアイソザイムの分化した機能、コリンキナーゼアイソザイムの作用機構と発現調節、

中性セラミダーゼの機能、構造解析に多くの新知見が得られた。とくにホスホリパーゼ Cと D,セラミダー

ゼについては、一流紙への多数の論文報告がなされたほか、新しい疾患モデルの樹立にも成功しており、

今後の発展が期待できる。このほか、質量分析による脂質メタボロームデータベース構築への基礎的検討

が行われ、応用範囲が広いことから今後の発展が期待される。 

 「膜脂質の損傷・病態の解明とその修復・治療技術の開発に関する研究」班では、動脈硬化と脂質、脂肪酸摂取

と健康、過酸化脂質と疾病に関する研究を行った。動脈硬化発症における酸化 LDL の生成、細胞の泡沫化の役割

は未解決な部分が多いホットな研究領域であるが、本研究において、酸化 LDLの代謝の解析、より生理的条件での

泡沫化細胞の形成のシステムの開発、血管内皮細胞のスカベンジャー受容体の新たな機能の発見など、優れた研

究が行われた。これらはいずれも今後の動脈硬化巣の形成機構の解析、治療のための標的分子を考える上で極

めて有用な研究成果である。過酸化脂質がアポトーシスを誘導する結果は、過酸化脂質がアポトーシスに関与する

ことを初めて示したものであり、画期的である。魚油の摂取による抗肥満作用のターゲットが脂質代謝酵素の転写

制御因子であることが明らかにされたが、これは魚油の効果に関する初めての分子遺伝学的解析であり、脂質栄

養領域における先駆的研究と言える。n-6/n-3 混合油脂摂取による体質改善作用の一連の研究として、アトピー

疾患改善について食事介入試験が行われ、n-3 脂肪酸はアトピーの改善に有効性であること示し、この知見を医

療分野に提示した。 

 

 

■ 波及効果、発展方向、改善点等 

 本研究では、生体膜脂質の新しい機能の探索とその機能発現の分子機構の解析を行い、その成果を基礎に、脂

質機能を制御する有用な新規生理活性薬物を開発し、癌、感染症、炎症、肥満、心疾患などの脂質代謝が係わる

疾患の病因解明と予防・治療法の基盤を確立することを目標に研究を展開してきた。その結果、２ーアラキドノイル

グリセロールなどの新しい生理活性脂質の発見、リゾホスファチジン酸（LPA）などの生理活性脂質の産生酵素や受

容体の同定・遺伝子クローニング、それら遺伝子のトランスジェニック・ノックアウトマウスを用いた生体レベルでの解

析から、生理活性脂質と疾患との関連性が明らかにされ、生理活性脂質の関与する様々な疾患の治療薬のターゲ

ットが示された。癌細胞の浸潤を抑制する環状ホスファチジン酸の化学合成の成功にも成功した。LPA の産生酵素

と受容体をターゲットにした抗ガン剤の開発については現在進行中であり、発展を期待している。また、トリパノソ-

マの細胞表面を覆うGPI アンカ- タンパク質の GPI 部分の生合成機構が解明され、抗トリパノソーマ薬のターゲット

が示された。トリパノソ- マやマラリアに対する薬物の開発は国際的に極めて重要な課題であり、この研究の成果は

意義深いものとして世界的に注目されている。このほか、質量分析による脂質メタボロームデータベース構築への

基礎的検討が行われ、今後、異常脂質の蓄積の検出などにより病気の早期診断などに応用可能であることが示さ

れた。さらに、動脈硬化巣の形成機構の解析から、その治療のための標的分子を考える有用な成果が得られた。

n-3 脂肪酸摂取によるアトピーの改善が明らかにされ、男性不妊の原因の一つとして PHGPx の異常が明らかにさ

れ、これらは医療に貢献するものである。 

 以上のように、本研究から、脂質代謝が癌、感染症、炎症、肥満、心疾患などの疾患に係わることが明らかにさた。

今後、本研究の成果が病因解明と予防・治療法の開発に発展し、医療に貢献することを期待している。 
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サブテーマ１：生理活性脂質の制御技術とその創製に関する研究 

サブテーマ２：脂質と蛋白質の相互作用分子機構とその意義に関する研究 

サブテーマ３：細胞内情報伝達に関与する膜脂質シグナリングシステムの解析・制御技術に関する研究 

サブテーマ４：膜脂質の損傷・病態の解明とその修復・治療に関する研究 


